
本紙に使用の写真をご希望のかたに差し上げます。市議会事務局（ ）へお問い合わせください。
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今、ご覧いただいていますあしや市議会だよりには、創刊時か
ら視覚に障がいをお持ちの方にも本紙をご覧いただくため、ボラ
ンティアグループの芦屋点字友の会とあし笛のご協力を得て、点
字版と録音テープ版のあしや市議会だよりを発行しています。
点字版を製作している、芦屋点字友の会は、昭和 年（ ）設
立で、広報あしやなどの点訳も行っています。この市議会だより
は、現在、５人分を作成し、利用者に郵送しています。利用を希
望される方は、市議会事務局へご連絡ください。

録音テープ版を製作している、あし笛は、昭和 年（ ）創立
で、本紙以外に広報あしやや私の履歴書などの録音テープを製作
し、利用者には、郵袋で直接お届けしています。利用するには、
社会福祉協議会（ ）へご連絡ください。
両団体からは、できるだけ多くの方に利用していただきたい。
利用者から意見や感想などがあると、やりがいを感じ嬉しい。ま
た、活動が人のためだけでなく、自分のためになっていると感じ
るとの声がありました。

市議会だよりには、点字、録音テープ版があります
ボランティアグループの 芦屋点字友の会 と あし笛 が製作

二
十
年
度
予
算
の
重
点
と

環
境
問
題
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ

長
野

良
三

山
中
市
長
は
、
こ
れ

ま
で
の
一
期
四
年
間
で
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

着
実
な
成
果
を
あ
げ
、
一
定
の
目

途
が
た
っ
た
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。
二
期
目
の
四
年
間
で
は
、
財

政
再
建
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す

る
た
め
、
よ
り
一
層
の
行
財
政
改

革
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
る
が
、
今
回
の
二
十
年
度
予

算
の
編
成
に
際
し
、
歳
入
、
歳
出

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は

ど
う
か
。

今
年
五
月
に
は
、
神
戸
市
で
環

境
大
臣
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
七
月
に
は
、
北
海
道
の
洞

爺
湖
で
日
本
が
議
長
国
と
な
っ
て

８
首
脳
会
議
、
す
な
わ
ち
サ
ミ

ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
こ
で
の

主
要
な
議
題
は
、
地
球
温
暖
化
を

は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
で
あ
る
。

全
国
的
に
も
地
球
温
暖
化
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
本

市
で
も
、
緑
豊
か
で
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
住
環
境
の
維
持
の
た
め
に
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要

と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
防
止
で
は
、
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極

的
な
導
入
も
必
要
と
考
え
る
が
、

市
長
の
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

平
成
二
十
年
度
予
算

案
は
、
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
を
基
本
に
、

安
全

と

環
境

を
重
点
項
目
と
し
、
保

健
・
福
祉
、
教
育
に
も
、
よ
り
配

慮
し
た
。
地
方
債
の
借
り
換
え
抑

制
や
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上

償
還
を
行
う
こ
と
で
、
平
成
二
十

年
度
末
の
一
般
会
計
の
市
債
残
高

は
、
八
百
億
円
台
を
切
る
ま
で
減

少
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

環
境
問
題
に
対
し
て
は
、

ま

ず
、
芦
屋
か
ら

と
い
う
姿
勢
で

あ
る
。
こ
れ
は
、

ま
ず
芦
屋
か

ら
変
え
て
い
こ
う
。
や
っ
て
い
こ

芦屋霊園芦屋霊園

う

と
い
う
気
持
ち
を
表
し
て
い

る
。
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然

環
境
や
優
れ
た
住
環
境
を
有
す
る

町
が
実
現
す
る
よ
う
、
市
民
と
共

に
取
り
組
む
。
今
後
、

緑
の
基

本
計
画

で
の
目
標
達
成
に
向
け
、

施
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
芦
屋

の
美
し
い
町
並
み
を
保
全
す
る
た

め
、
条
例
を
は
じ
め
、
地
区
計
画

や
建
築
協
定
等
に
よ
り
住
環
境
の

保
全
や
育
成
に
努
め
、
景
観
に
配

慮
し
た
統
一
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め
、
市
も
活
用
で
き
る

も
の
は
可
能
な
限
り
導
入
す
る
。

ま
だ
予
断
は
許
さ
れ

な
い
が
、
震
災
に
よ
る

大
き
な
借
金
、
財
政
上
の
困
難
も

一
定
の
目
途
が
つ
き
、
こ
の
点
は

評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
追
求
し

て
ほ
し
い
。

行
政
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
条

例
等
に
基
づ
い
た
適
切
な
執
行
を

求
め
る
が
、
現
状
は
あ
い
ま
い
な

定
で
は
、
今
後
も
慎
重
に
合
意
づ

く
り
を
求
め
る
が
、
当
局
の
見
解

は
ど
う
か
。

こ
の
数
年
で
幹
部
職
員
が
多
く

退
職
す
る
が
、
業
務
が
停
滞
し
な

い
よ
う
に
、
ま
た
、
職
員
の
や
る

気
を
引
き
出
す
適
切
な
配
置
と
意

識
向
上
を
求
め
る
。

条
例
等
は
、
自
治
体

で
政
策
等
を
実
現
す
る

た
め
の
法
規
と
な
る
も
の
で
、
趣

行
財
政
運
営
は
よ
り
良
い

市
政
の
た
め
に
こ
そイ

ー
ブ
ン

中
島

健
一

点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
改
善
を
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
実
情
と
条

例
等
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
は
、

放
置
せ
ず
に
迅
速
な
条
例
等
の
改

廃
を
実
施
す
べ
き
。
併
せ
て
市
民

へ
の
周
知
徹
底
も
し
て
ほ
し
い
。

政
策
形
成
、
合
意
づ
く
り
で
は
、

昔
に
比
べ
て
、
市
民
の
声
を
聞
く

等
の
改
善
が
進
ん
で
い
る
が
、
と

も
す
る
と
形
式
的
な
意
見
聴
取
に

な
っ
て
い
な
い
か
。
福
祉
セ
ン
タ

ー
建
設
な
ど
の
重
要
な
施
策
の
決

旨
・
目
的
に
沿
っ
て
適
切
に
運
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
条
例
の
改
廃

で
は
、
改
廃
の
必
要
が
生
じ
れ
ば
、

速
や
か
に
処
理
を
行
う
。
実
態
に

そ
ぐ
わ
な
い
条
例
等
が
あ
る
か
ど

う
か
は
、
過
去
二
回
全
体
的
な
見

直
し
を
し
た
が
、
も
う
一
度
精
査

す
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
発
表
に
至
る

経
過
は
、
こ
れ
は
本
当
に
約
一
年
、

ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
進
め
て

き
た
。
も
ち
ろ
ん
相
手
の
あ
る
こ

福祉センター建設予定地福祉センター建設予定地

と
で
あ
り
、
ま
し
て
や
、
今
回
の

よ
う
に
双
方
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
案
件
で
あ
り
、
非
常
に
未
確
定

な
部
分
が
多
か
っ
た
。
そ
の
都
度
、

経
過
を
説
明
す
る
わ
け
に
い
か
な

か
っ
た
。
ぜ
ひ
、
そ
の
辺
は
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

職
員
の
配
置
と
意
識
向
上
で
は
、

所
属
長
か
ら
組
織
・
要
員
や
人
事

配
置
の
意
向
を
確
認
し
、
時
間
外

勤
務
時
間
数
な
ど
か
ら
業
務
量
を

判
断
し
、
適
正
な
職
員
配
置
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
意
識
向
上
の

た
め
、
研
修
を
行
い
、
職
員
自
主

研
究
グ
ル
ー
プ
へ
の
助
成
な
ど
も

実
施
し
て
い
る
。

本
市
か
ら
ハ
ー
ト
フ

ル
福
祉
公
社
へ
出
向
し

て
い
る
職
員
が
、
福
祉
の
現
場
で

働
く
人
た
ち
の
賃
金
を
下
げ
る
事

ば
か
り
、
力
を
入
れ
て
い
る
。
介

護
保
険
事
業
で
は
、
ヘ
ル
パ
ー
が

少
な
い
現
状
の
改
善
を
求
め
る
。

ま
た
、
本
市
が
委
託
し
て
い
る
福

祉
の
相
談
業
務
を
充
実
さ
せ
る
べ

き
だ
。
ま
た
、
人
員
確
保
の
た
め
、

市
か
ら
の
委
託
料
を
最
低
ラ
イ
ン

の
国
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、

施
政
方
針
に
あ
る
、
健
や
か
で
ぬ

く
も
り
の
あ
る
福
祉
の
充
実
の
た

め
に
税
金
を
使
う
よ
う
に
求
め
る
。

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
事
業
で

は
、
夜
間
の
見
守
り
業
務
を
昨
年

四
月
か
ら
警
備
会
社
に
委
託
し
た

が
、
一
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、

警
備
会
社
が
撤
退
し
た
。
利
用
者

住
民
に
対
し
、
不
安
と
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
を
謝
罪
す
べ
き
だ
。
ま

た
、
こ
の
撤
退
理
由
は
、
市
と
の

契
約
ど
お
り
に
夜
間
に
警
備
員
を

常
駐
さ
せ
る
と
、
時
給
が
三
百
四

十
一
円
と
な
り
、
常
駐
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。
国
が
定
め
る
最
低

賃
金
も
守
れ
な
い
よ
う
な
安
い
委

託
料
で
の
契
約
は
、
大
問
題
だ
。

契
約
に
際
し
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク

す
べ
き
だ
。

芦
屋
ハ
ー
ト
フ
ル
福

祉
公
社
は
、
本
市
の
福

祉
行
政
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
公
社
の
運
営
は
独
立
採
算

が
基
本
で
、
ヘ
ル
パ
ー
を
増
や
す

こ
と
が
公
社
の
収
益
に
つ
な
が
る

の
で
あ
れ
ば
、
公
社
が
判
断
し
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、

見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
、

総
合
的
な
相
談
支
援
や
、
地
域
ケ

ア
活
動
等
の
中
心
と
位
置
づ
け
、

市
も
公
社
と
連
携
を
密
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
市
か
ら
公
社
へ
の
業

務
委
託
料
は
、
国
が
示
す
事
業
補

助
基
準
を
基
に
算
定
し
て
い
る
。

芦屋ハートフル福祉公社芦屋ハートフル福祉公社

ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
公
社
の

充
実
に
つ
い
て

新
社
会
党

山
口
み
さ
え

大
東
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の

夜
間
の
緊
急
対
応
で
は
、
委
託
先

の
警
備
会
社
か
ら
、
深
夜
帯
は
車

に
よ
る
警
備
で
対
応
し
た
い
と
の

申
し
入
れ
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

建
物
の
中
で
職
員
の
常
駐
が
で
き

な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
三
月
か
ら

は
、
市
内
の
福
祉
施
設
で
あ
る
芦

屋
ブ
ー
ケ
の
里
の
職
員
が
駆
け
つ

け
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

生
活
援
助
員
の
協
力
を
得
て
、
該

当
者
に
文
書
で
通
知
す
る
な
ど
対

応
し
た
が
、
再
度
の
委
託
と
な
り

申
し
訳
な
い
。
委
託
契
約
で
は
労

働
法
規
の
遵
守
を
規
定
し
て
い
る

が
、
今
後
も
気
を
つ
け
て
い
く
。

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
七
十
五
歳
で
切

っ
て
別
の
医
療
制
度
に
強
制
的
に

入
れ
、
高
い
保
険
料
を
と
り
、
保

険
料
が
払
え
な
け
れ
ば
保
険
証
を

渡
さ
ず
、
さ
ら
に
は
医
療
給
付
を

差
し
止
め
ま
で
す
る
と
い
う
ひ
ど

い
制
度
で
あ
る
。

東
京
都
や
浦
安
市
の
よ
う
に
保

険
料
軽
減
制
度
を
設
け
る
な
ど
、

低
所
得
者
対
策
を
求
め
る
。
保
険

県
教
育
委
員
会
が
進
め
る
複
数

志
願
制
は
、
第
一
志
望
の
高
校
に

加
算
点
を
加
え
、
高
校
の
序
列
化

を
進
め
る
制
度
だ
。
受
験
競
争
を

激
化
す
る
と
考
え
る
が
、
市
教
育

委
員
会
の
考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、

学
区
統
合
は
、
さ
ら
な
る
混
乱
を

も
た
ら
す
。
反
対
す
べ
き
だ
。

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
医
療
構
造
改
革
の

中
で
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

財
政
再
建
至
上
主
義
か
ら

福
祉
増
進
の
市
政
へ

日
本
共
産
党

木
野
下

章

料
が
払
え
な
い
時
に
は
、
八
十
、

九
十
代
の
高
齢
者
に
窓
口
に
出
向

け
と
言
う
の
で
は
な
く
、
行
政
が

訪
問
す
る
な
ど
丁
寧
な
対
応
を
。

生
活
習
慣
病
の
患
者
を
健
診
か

ら
除
外
せ
ず
、
希
望
す
る
高
齢
者

に
健
康
診
査
を
認
め
よ
。

い
ざ
と
い
う
時
に
頼
れ
る
病
院

を
市
民
は
望
ん
で
い
る
。
市
民
病

院
を
効
率
優
先
に
す
る
独
立
行
政

法
人
化
を
急
が
ず
、
救
急
対
応
な

ど
安
心
で
き
る
病
院
へ
の
努
力
を
。

保
険
料
の
減
免
を
市
独
自
に
実
施

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
窓
口

に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
は
、

連
絡
が
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

来
庁
困
難
な
場
合
は
、
電
話
や
手

紙
で
も
相
談
し
て
ほ
し
い
。
健
康

診
査
の
目
的
は
、
生
活
習
慣
病
の

早
期
発
見
な
の
で
、
既
に
生
活
習

慣
病
で
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い

る
方
は
、
受
診
対
象
か
ら
除
く
。

市
立
芦
屋
病
院
は
、
独
立
行
政

法
人
化
の
中
で
市
民
が
求
め
る
安

全
・
安
心
の
救
急
医
療
を
よ
り
充

実
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
第
二

次
実
施
計
画
は
、
神
戸
第
一
・
芦

屋
学
区
に
複
数
志
願
選
抜
・
特
色

選
抜
を
早
期
に
導
入
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

学
び
た
い
こ

と
が
学
べ
る
学
校
へ
の
志
願
が
一

層
進
ん
で
い
る

目
的
意
識
を

持
っ
た
幅
広
い
学
校
選
択
が
進
み
、

学
校
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る

と
の
検
証
が
あ
り
、
一
定
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。
学

区
統
合
は
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

慎
重
な
取
り
扱
い
を
行
う
よ
う
県

教
育
委
員
会
に
強
く
要
望
す
る
。 朝日ケ丘小学校図書室朝日ケ丘小学校図書室

こ
の
新
し
い
選
抜
制
度
導
入
後
に

近
隣
学
区
と
の
学
区
統
合
を
検
討

す
る
と
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
本
市

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
学
区
の

統
合
は
、
生
徒
、
保
護
者
、
市
民

に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
慎
重

な
取
り
扱
い
を
県
教
育
委
員
会
に

強
く
要
望
し
て
い
く
。

子
育
て
施
策
の
充
実
と

高
等
学
校
の
学
区
統
合公

明
党

徳
田

直
彦

市
教
育
委
員
会
に
は
、
断
固
と
し

た
対
応
を
求
め
る
。

妊
婦
健
康
診
査
費
助

成
事
業
は
、
本
市
の
受

給
資
格
が
あ
る
方
は
、
県
外
で
受

診
し
た
場
合
、
償
還
払
い
に
よ
り

助
成
す
る
。

子
ど
も
読
書
の
街
づ
く
り
推

県
教
育
委
員
会
が
公
表
し
た

県
立
高
校
教
育
改
革
第
二
次
実

施
計
画

の
中
で
は
、
神
戸
第
一

・
芦
屋
学
区
へ
の
複
数
志
願
選
抜

・
特
色
選
抜
の
早
期
導
入
が
示
さ

れ
て
い
る
。
本
市
教
育
委
員
会
は
、

こ
れ
に
現
時
点
で
特
に
問
題
が
あ

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、

芦
屋
の
子
供
た
ち
は
、
こ
こ
数
年
、

高
校
の
統
廃
合
、
学
区
再
編
、
単

位
制
の
導
入
な
ど
大
き
な
変
動
に

翻
弄
さ
れ
続
け
て
い
る
。
さ
ら
な

る
高
校
学
区
再
編
を
、
本
市
教
育

委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
、
対
処
し
て
い
く
の
か
。
芦
屋

の
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
、
芦
屋

進
事
業

は
、

（
本
の
虫
）
ブ

ッ
ク
・
ワ
ー
ム
、
芦
屋

の
育
成

を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
、
学
識

経
験
者
や
作
家
を
含
め
た
推
進
委

員
会
を
設
置
し
、
具
体
案
を
検
討

す
る
。
学
校
の
図
書
は
、
今
後
、

蔵
書
数
を
含
め
、
内
容
も
充
実
さ

せ
る
。

新
年
度
か
ら
妊
産
婦

健
診
助
成
制
度
の
拡
充

が
始
ま
る
が
、
こ
の
制
度
を
よ
り

使
い
や
す
い
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
里
帰
り
健
診
を
可
能
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
県
外
で
の
里
帰
り

健
診
助
成
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

子
ど
も
読
書
の
街
づ
く
り

事
業
の
開
始
を
評
価
す
る
。
一
方
、

小
中
学
校
の
図
書
費
は
昨
年
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

各
小
中
学
校
の
図
書
充
実
を
図
っ

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、
今
年

二
月
、
神
戸
第
一
・
芦
屋
学
区
に

つ
い
て

新
し
い
選
抜
制
度
を
早

期
に
導
入
し
た
後
に
地
域
の
実
情

も
勘
案
し
つ
つ
学
区
統
合
に
つ
い

て
検
討
す
る

と
発
表
し
た
。
こ

れ
は
、
芦
屋
の
子
供
た
ち
の
将
来

を
考
え
た
と
き
、
大
き
な
問
題
だ
。

開森橋から芦屋川上流を臨む開森橋から芦屋川上流を臨む

会派名簿 （大会派・届出順）

会 派 名 所 属 議 員（◎幹事長 ○副幹事長）

イ ー ブ ン
◎中島 健一 ○中村 修一 中島かおり

松木 義昭 重村啓二郎 畑中 俊彦

創 政 ク ラ ブ
◎長野 良三 ○山村 悦三 助野 勇

いとうまい 幣原 みや 都筑 省三

公 明 党 ◎徳田 直彦 ○田原 俊彦 帰山 和也

日 本 共 産 党 ◎木野下 章 ○森 しずか

新 社 会 党 ◎前田 辰一 ○山口みさえ

会派に属さない議員 長谷 基弘 大久保文雄

総総総

括括括

質質質

問問問

三
月
定
例
会
で
は
、
初
日
の
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、

三
月
五
日（
水
）、
六
日（
木
）の
二
日
間
、
五
会
派
の
代
表
が

二
十
三
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

総
括
質
問
の
内
容
の
一
部
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
の
所
属

議
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

質問 答弁

■創政クラブ（長野 良三）
・ 年度予算について
・基本方針について
・ 安全で快適なまちづくり について
・ 次世代への施策の充実 について
・ 活気あふれる豊かな生活環境づくり について
・ 健やかでぬくもりのある福祉社会づくり について
・ 人と文化を育てるまちづくり について
・ 快適でうるおいのある都市づくり について
・ 市民と協働してつくる自立した行政基盤づくり について

■イーブン（中島 健一）
・施政方針について
・行財政運営について
・福祉とまちづくりについて
・教育行政のあり方について

■公明党（徳田 直彦）
・市政について

■新社会党（山口みさえ）
・芦屋の福祉について
・住みよいまちづくりについて
・職員が起こした部落差別事件について
・留守家庭児童会の充実について

■日本共産党（木野下 章）
・市民の命と暮らしを守る市政を
・福祉施設について
・教育について
・公務労働のあり方について
・自治体らしい自治体へ

あし笛あし笛芦屋点字友の会芦屋点字友の会

市議会だより に対する意見を募集しています
議会報編集委員会委員、または市議会事務局へ

市議会だより に対する意見を募集しています
議会報編集委員会委員、または市議会事務局へ

市立芦屋病院市立芦屋病院

今ご覧の あしや市議会だより は、平成４年７月 日創刊の
芦屋市議会の広報紙です。この市議会だよりについての意見募集
はこれまでも行ってきましたが、今後の紙面充実のため、右記の
編集委員会委員、あるいは下記までご意見をお寄せください。よ
ろしくお願いします。
〒 芦屋市精道町７番６号
芦屋市役所市議会事務局議事調査課あて
電話 （ ） （議会事務局直通）

メールアドレス ＠
（件名に 市議会だより・意見募集 と明記してください。）

委
員
長

畑
中

俊
彦

副
委
員
長

幣
原

み
や

委

員
中
島
か
お
り

い
と
う
ま
い

田
原

俊
彦

森

し
ず
か

山
口
み
さ
え


